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はじめに

この度は、 畑作用粒剤散布機 ｢Y S -2難 をご購入頂きまして誠にありがとうございます。
この取扱説明書は本製品の正しい取り扱い方法を説明しておりますので、 ご使用前に必ずお読み
になり正しく、 安全に使用してください。

分からないことがあったときには取り出してお読みください。 なお、 製品の仕様変更などによ
りお買い上げの製品と本書の内容が一致しない場合がありますので、 あらかじめご了承ください。
本製品に関してお気付の点がございましたら、もよりの取扱店又は当社の営業所にお問い合わせ
ください。

■ 使用目的について
本製品は、播種機に取付けて播種同時除草剤散布を目的とした製品です。
この使用目的範囲を逸脱しての使用が原因での事故、 許可なく改造及び分解を行い、それに
伴って生じた事故に関しては、 一切の責任を負いかねますので、 あらかじめご了承ください。

■ 注意事項について
本書に記載した注意事項や機械に貼られた △ の表示がある警告ラベルは、人身事故の危険が
考えられる重要項目です。 よく読んで必ず守ってください。
本取扱説明書では、特に重要な注意事項について次のように表示しています。
▲ 醒薑國 … その警告に従わなかった場合、重傷を負う可能性があるもの

‘盗塁富国 … その警告に従わなかった場合、けがを負う可能性があるもの
団薹望 … その警告に従わなかった場合、機械の損傷の可能性があるもの

■ 機械を他人に賞すまたは譲渡するとき
事前に運転のしかたを教え、機械に貼ってある “ (安全注意マーク) 印の付いている警告ラベ
ルも一枚づつ説明してあげてください。 親切心が仇にならないように、 機械と一緒に取扱説明書
を渡し、良く読んで理解し取扱方法を体得してから作業するように指導してください。とくに禁
止事項については念を入れて説明してください。 納入指導を受けていない家族にも同じように説
明してあげてください。
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除草剤の上手な使い方

- 園田圏騒一躍は閾艦‐塾曙謹割野囮国固圈堕"議@船団圀魔擬霊園認田岡壁--
埜璽温贈

A 各薬剤の効果及び薬害等のご注意。

A 安全使用上のご注意。

上記の内容をよくお読みいただきご使用ください。

▲ 安全上のご注意

団蛋國 l本製品のご使用前こ散布する除草剤のラベルを必ずお読みください。 l
o 容器本体や手元スイッチボックスに強し衝撃や加重を加えなし、でください。

の 容器への薬剤の投入は最大5“です 規 定量以上の投入はしないでください。

を禅下げて薬剤を排出し、 必ず他の容器に移し替えて保管してください。 残したま
まにしますと、故障の原因になります。

の 湿つたり濡れた薬剤は絶対に使用しないでください。 目詰まりの原因になります。

▲ 薑 圈 @ 吐出口内で拡散働 塙速で回転していますので･ 指または異物等の挿入は絶対にし
ないでください。

▲ 国 圏 の 電源スイッチが入っているときは、 蟷 螂 分を絶対に覗かないでくださいo セン
サーが何らかの理由で感知した場合薬剤が飛散しますので目や顔に損傷を及ぼす恐
れがあります。

A 囲 圏 の 容器本体を清掃するときは必ずトラクタのェンジンを切り･ 手元スィッチボックス
のスイッチを ｢切｣ の状態にし、 乾いた布等で清掃してください。

GB- 温度が4げc以上になる場所には置かないでください。樹脂の性質上変形する事があり
ます。

g M吏用後は必ず手元スイッチボックスのスイッチを 期 ｣ の状態!こしてください。 ま
た長時間使用しないときは、バッテリー端子も必ず外すようお願いいたします。

⑩ 播種機の格納保管及びトラックでの運搬時等、容器本体が他に接触し職員する事も
ありますので、 必ず播種機より外してください。

(ID 使用前こは必ず各部の点検をお願いいたします。

@ 塗装の剥げた部分は腐食を防ぐためにも塗装し直してください。

③ 散布作業時以外は、 薬剤タンクを ｢カラ｣ にしてください。
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各部の名称 団

容器本体

7.薬剤排出スイッチ

ト＼
、

1.散布調節ツマミ

10.ブザー付き裏蓋

′ 散布調節ツマミ 必要な散布量を設定します。
-り
と- 薬剤タンク 薬剤が 5“入ります。
-Q
J 飛散調整扉 散布幅を調整できます。
4 蓋 雨の進入を防ぐため対策用サイドカバーが付いています。
5 回転調整ツマミ 拡散モーターの速度を調節します。
6 電源 LED 電源が入っている時に点灯します。
7 薬剤排出スイッチ 使用後、 残った薬剤を排出します。
8 フロントケース 内部に基板と予備ヒューズがあります。 (1A ミニガラス管)
9 拡散板 拡散モーターで駆動され薬剤を飛散させます。
10 ブザー付き裏蓋 送信機の信号を感知すると、 確認のためブザーが鳴ります。
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各部の名称 図

本体取付金具

13.散布機本体取付部

＼
15.送信用車輪
播種機取付部

16.簡易送信機 (送信用車輪が取付けられない場合にご使用願います。 )

17.磁気センサー

l9.播種機の 50 m m
角主フレーム . 8

20寸群重機の
六角シャフト

l8.簡易送信用磁石

11 本体取付金具
12 播種機取付部 播種機の 50m m 角フレームに取付けます。
13 散布機本体取付部 ステンレス円盤、 座金、 ナット付き
14 送信用車輪 1回転 (1m ) ごとに信号を送ります。
l5 送信用車輪取付部 播種機の 50m m 角フレームに車輪を取付けます。
16 簡易送信機 送信用車輪が取付けられない場合に使用。
17 磁気センサー 送信用車輪に取付けてある磁気センサーを外して使用。
18 簡易送信用磁石 播種機の六角回転軸に取付けます。
19 50 m m 角主フレーム

20 六角シャフト



各部の名称 図
手元スイッチボックス (警報ブザー内蔵)

22.バッテリー接続コード 23.バッテリー接続端子

25.本体電源コード

27.送信用車輪 一 ラナ
接続コード

※) トラクタ接続コネクタは、 下図の
ようにバッテリー接続コードの先
に取付けてトラクタの外部電源コ

28.タイラップ ネクタに接続する。

21 手元スイッチボックス 送信音確認ブザー付き。
22 バッテリ接続コード トラクタのバッテリーに接続します。
23 バッテリ接続端子 バッテリーに接続します。 赤いコード (十) 黒いコード (一)

手元スイッチボックス
バッテリ接続コード

バッテリ接続端子

トラクタ接続コネクタ

21

22

23

24

25

26

27

28

部 続コ、クタがある場合、 端子をコネクタに交換します。
本体へ電源を供給。 (コネクタ 白)
本体接続コードを延長します。 (コネクタ 白)
送信用車輪と本体を接続します。 (コネクタ 黒)

コー ド

延長コード

送信用車輪接続コード

タイラップ 300 m m、 200 m m、 150 m m、 各 6



主要諸元

- 形式 Y S -2 l

り
乙 散布方式 播種機取付型 播種スピード連動散布システム
Q
J 機体寸法 (本体) 高さ 470 m m ･ 幅 335 m m ･ 奥行き 4Io m m
4 重量 19kg (手元スイッチボックスを除く)
に
J 散布量 2 ~ 1okg (薬剤によって異なります)

6 電源 トラクタに搭載のバッテリー D C 12 V

7 タンク容量 5“ x 2台
8 適用機種 主フレームが50 m m 角パイプの播種機に対応可能

● 品質向上及び安全性向上のため予告無く仕様を変更することがあります。
その際一部本書の説明文及びイラストが商品と異なる場合がありますがご了承ください。
ご不明な場合は、 販売店にお問い合わせください。

本機の特長

。 播種と同時に除草剤を散布できるので、省力化と大幅な作業時間の短縮を図るこ
とができます。

gI- 播種スピードに連動したシステムにより均- 散布を可能にしましたo

の このシステムは、 播種機の50 m m 角の主フレームに取付けた送信用車輪こより
1m 毎に送られる信号により弁の開閉を行うよう設定されています。

G - 拡散モータは回転調整が可能ですから、播莱重機の幅によって調整できます。

の 液剤と異なり粒割ですから、薬剤の補充や扱いが簡単で手間が軽減できますo

GB- 領域外散布を少しでも無くす意味で、拡散ネ聰左右の回転が中心に向かって散布す
るようになっております。

※ 一部機種によっては装着できない機種もありますので、 ご了承願います。



▲ 警告ラベルの取扱い 団

･警告ラベル表面の汚れや泥をとり、いつも表示内容がはっきり見えるようにしてください。
･警告ラベルが損傷したときは必ず新しいラベルと交換し、 同じ場所に貼ってください。
･警告ラベルが貼ってある部品を交換したときは、 その部品にも必ず新しい警告ラベルを同
じ場所に貼ってください。

※本製品には、 下の図に示す位置に次の警告ラベルが貼ってあります。
下記にその内容を記載してありますので、 良く読んでその意味を十分理解した上で、 表示
内容を守って作業してください。
シ ー ル①

安全上のご注意
0 容器本体や手元スイッチボックスに街葦や加重を加えないで下さい.
の容器への農藷の投入は最大4趨です。それ以上は投入しないで下さむ~

◎散稲後の残った農葉は必ず他の容器に移し箸えて下さい. 残したままに

すると故障の原因となります.
○湿ったり溺れた農業囚隧対に使用しないで下さい。目詰まりの原因にな

シ ー ル ② ります･
A @ 吐出ローこ指または異物等の挿入鱒勘にしないで下さい.

笙
豊込 増 スイッ鰍 ぬると 飜 出口紛を纖こ鼓かないで下さし~
饗忌
日や頤に損饑を閖ます恐れがあります.

警告
△ @ "蹄本体を糖掃するときは必ずトラクタ-のェンジンを切り･ 手元スイッ

･ 吐出□に
漣愈
チポックスのスイッチを ｢切｣の状態【こし,乾いた布等鴦淌掃して下さい。

指又は異物等 の温度灯C以上になる場所には置かないで下さい@

の挿入は絶対し 使用後は必ず手元スイッチボックスのスイッチを ｢切｣の状態にして

ないこと。 下さい.また更融:間奪翻しないと慰ま、バッテリー端子も必ず外して下さい。
● 電源スイッチが入っ トラクターの格納保管及びトラックでの潭鋤時等、容器本体が他に接触
てるときは吐出口部分を する恐れがある場合は必ず播種鑓より外してください･
絶対に覗かないこと。 使用前には必ず錦ゆ点検をお願いいたします･ YS‐2101

シ ー ル ③

･ : ‘ - 船. 一転;: - 鰭

　 　 　 　

　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　
Y S‐2 102

シ ー ル ③

シ ー ル②シ ー ル ①



▲ 警告ラベルの取扱い 図

水洗い厳禁璽習

鰺 O



取付方法 回

本体の取付位置は撒き幅が均一になるように、 外側から一列目又は二列目に取付まず。

写真の様に取り付けたい場所に ｢駆動用接地輪｣ が付いている場合、両端に取付け
ます。 その場合は、 それぞれ少し内側へ傾けて固定してください。

　　　
　　　　　

I

1

.枦 品 . . .･ ■■ ■
÷
.■.■

1- . 1

. 111 1 1
･

中▼
. . . - . -

‘

1 1

駆動用接地輪
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取付方法 回

播種機の50m m 角のフレームに本体取付金具を組み付けてください。 (2箇所)
補強板が外側になるように合わせてください。

補強板
振動で緩まないよう

補強板しっかり締めてください

領域外散布を少しで
も無くす意味で、拡

散板は左右の回転が
中心に向かって散布

するようになってお

ります。
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取付方法 回

本体取付金具に本体を取付ける場合、写真のように左右に傾けて取付けることができます。
取付ける場所や撒き幅に応じて調節してください。

水滴防止用円板 ゐ

、垪滋議嚢
舘鰭蚤奎 取付けボルト

蟻き “ ナット

送信用車輪は、 50m m 角フレームを利用して端に寄せて取付けるか、 または播種機の間に取
付けます。 本体取付とチャックが逆向きになります。 しっかりと取付けてください。

　　　　　　　 　　　 　　 　　　　　　　
　 　

r 3 @ が

　　 　　 　　　 　　　

後

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　 　　
　　 　 　　 　　　　 　 　　 　　　　f な藍 =

送信機車輪は、作条ディスクと同じ
高さに調整してください。
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取付方法 囮

送信用車輪の取付けができない場合、下図のように簡易送信機を蚊付けてください。
ただし簡易送信機は取付けは簡単ですが、散布量の調節が必要です。
できれば送信用車輪を取付けることをお勧めします。
磁気センサーは送信用車輪より取り外しこの簡易送信機に組み付けてください。配線を切断し
ないように気をつけて作業してください。

-簡易送信機 l 位置調解し 播種機の六角シャフト

播種機の50m m 角
主フレーム

磁石取付け

④
用ビス2本

磁気センサーと磁石の
距離を笹 ~ 12 m m に調整

してください。 取付けボルト、 ナット

図は磁石が 2コ付いています。 1回転で 2 信号が基本になります。 下図のように1コの磁石を
外向きから内向きに取付け直すと磁力を感知できず、 1回転で簿信号になります。

磁石
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取付方法 回

トラクタに外部電源用コネクタがある場合、
付属のコネクタを使用して接続が可能です。 すの

ヒューズホルダ (3A )
予備ヒューズは手元スイッチ
ボックス内に用意しています。

散布機側のコードは、 赤が十、 黒が一です。
トラクタ側の外部電源コネクタを確認して、
そのコネクタに合わせて接続端子をトラクタ
接続コネクタに交換してください。
十と一を間違えた場合はヒューズがとびま
すのでご注意ください。

バッテリー接続端子をトラ
クタ接続コネクタに敗替え
ます。

トラクタに電源コネクタが無い場合は、 トラクタのバッテリーに電源コードを接続してくだ

さい。 十 ･ 一を間違えないようにご注意ください。

ず

零濯 ぎ

一 コー ド

黒
し 十 コー ド

赤
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